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精密機械工学科の教育

演習、実験、製図で機械技術者になった。
学部教育が専門の基礎を作ることを実感する



東大紛争！
事件に起承転結あり！

大衆という制御不可能なパワー



卒業設計、卒業研究、修士論文

• 卒業設計 電動義手

• 卒業研究 アクティブダンパーの防振効果

• 修士論文 切削過程の解析と制御

•研究？ ひたすら実験装置の製作と実験
•工作機械、生産技術、データ・・・
•体験的認識が今日の基礎となった。



ジェットエンジン工場の現場

J79 エンジン

工場は超人間系の組織と行動、様々な職種の協創の場、
組合もある。
“ものづくりを経験知とする”



助手時代の研究



助手時代の研究



コンピュータに出会う

IBMによるコンピュータ技術の独占を破るミニコンの出現、
DEC-PDP8、 HP1000・・・。
両方買ってもらった。有難うございました。

最高のおもちゃ？気がつくと外が暗い！くらいのめり込んで
いた。
結局、人生をコンピュータの発達と並走した。

1965年、世界初のミニコン
DEC PDP8 主記憶４K

HP1000
リアルタイムOS 主記憶１６K



人工知能にハマる

• ＭＹＣＩＮは、スタンフォード大学で1970年代初め
に5、6年の歳月をかけて開発されたエキスパー
トシステムであり、Lispで書かれ、ブルース・ブ
キャナンとエドワード・ショートリッフェが開発した。
Dendralから派生したものだが、かなり修正され
ている。システムは伝染性の血液疾患を診断し、
抗生物質を推奨するようにデザインされていて、
患者の体重のために供与量を調節する。Mycin
の名称の由来は、抗生物質の多くはサフィックス
「-mycin」がつくからである。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%89%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/1970%E5%B9%B4%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/1970%E5%B9%B4%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/LISP
http://ja.wikipedia.org/wiki/Dendral
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8A%97%E7%94%9F%E7%89%A9%E8%B3%AA


1975年“機械工場の将来像を探る”
ドイツ、フランス、イギリスの工場を視察
まだキャッチアップの時代であった。

三菱重工
成富さん 日立製作所

高松さん

振興技研
神田さん

（東洋大学教授）

トヨタ自動車
平野さん

（英国トヨタ社
長、中部空港
社長）

JTB 山根さん

団長
佐田教授

ユニバック
宮島さん

NEC 佐藤さん
（専務）

IHI 大宮さん

松井製作所
松井さん



ドイツ留学そしてベルリン
アレキサンダーフンボルト財団の奨学金でベルリン留学、外から
日本を見ることの重要性を認識した。国際感覚が全くなかった。



パロアルトでAIのワークショップをやる
• CAM-I （Computer Aided Manufacturing International）か
ら、Berlin で完成させたCAMシステム“TOM”のワークショップ
の招待を受けて行く。

• １人で２日、スクリプト作ることの出来ない長い講演で英語を
話すことに開き直り。現在でも超ブロークンで。

会場：Rickeys, A Hyatt Hotel San Jose4219 El Camino Real, Palo Alto



本を出版する：“やさしいCAD/CAM”

• 論文は読む人が少ない
• 本として研究を社会に発信したい
• 本を読んで会いに来てくれる人がいた
• やさしく正確に書くのは難しい
• 万年筆で手書き、400枚、漢字がかけないので
辞書をよく引いた

• 慶応大学の千代倉さんが表紙のモデルを作って
くれた。



ビジネスの世界へ

• 会議についていけ
ない ＣＰＳ，ＡＥＳ，
ＲＰＱ，ＡＰＳ・・・言
葉が解らない

• 週末以外は家で食
事をしない

• 営業が一番偉い

• 教育が素晴らしい



専門知識はマーケッティングに有効

• モノづくりとコンピュー
タの専門知識でＣＩＭ
の概念を作った

• 経営者が読んでくれ
た

• 本が売れた

• システムが売れた

• 営業所長として成果
を出せた



マーケッティングという仕事
1. ターゲット市場を決め

2. そこを狙う商品・サー
ビスを考え

3. 販売チャネルを開拓
し

4. 適切な価格設定をし

5. 効果的なプロモー
ションを推進する

6. ＩＢＭはＭＢＡコース
だった



本を読んで会いに来てくれる顧客がいる

• ＩＴとビジネスに関する本を次々上梓した
• 本を書くことで日本語の力が付いた
• 語彙が乏しいことを痛感させられた
• ＩＴと経営、今でも講演の依頼がある



パソコンビジネスの責任者に

• ＰＳ／５５，ThinkPad,RS/6000 そしてOS/2

• Ｂ２Ｂ，Ｂ２Ｃで売り上げ1200億円が目標

PS/55 ThinkPad

RS/6000



マイクロソフトとの戦い
• 技術では勝るも、市場の意識に負ける
• 当時のハードではソフトが動かない
• ビル・ゲーツの若さに負けた
• そのビル・ゲーツもgoogleの若さに負けた



アジアの急成長を体験

1996年 PSE96（第１回中国自動車ショウ）1995年 インド スズキマルチ自動車

セミナーでの講演

•１９９５年アジアを回る。
•中国１０、シンガポール１７、マレーシア８、バンコック６、インド５
•当時400人であった中国IBM,インドIBMは
現在インド73,000人、中国47,000人と急成長した。



IBMの時代
• 仕事は厳しく、会社の仲間は楽しい！

• 良い仕事をした人間関係が真の友人を作る

• 組織で働くことで学ぶものが多かった



経営コンサルタントの世界

• プライス・ウォーターハウス [編集]
• 1849年、会計士サミュエル・ローウェル・プライス（Samuel Lowell Price）は
ロンドンに事務所を開いた。1865年にはプライスはウィリアム・ホーリーラ
ンド（William Holyland）とエドウィン・ウォーターハウス（Edwin 
Waterhouse）とパートナーシップを結んだ。このパートナーシップの合意
書は現在でもロンドンのPwCの事務所（サザーク・タワーズ）に飾られてい
る。ホーリーランドは後に独立したため、このファームは1874年以降プラ
イス・ウォーターハウス&カンパニー（Price, Waterhouse & Co.、「&カンパ
ニー」の部分は後に名前から外れる）として知られるようになった。

• 19世紀末にはプライス・ウォーターハウス（PW）は監査事務所として名声
をほこるようになり、英米間の取引の増加で1890年にはニューヨークにも
事務所を開いた。ニューヨークのファームは巨大化したほか、イギリス本
部も大英帝国各地にファームを開業していった。各国のファームとは
別々のパートナーシップが結ばれ、これがパートナーたちを地元企業と
の提携拡大へと向かわせるインセンティブになった。PWの世界規模の拡
大は、国際的な合併よりも、各国に置いたパートナーが独自に発展して
いったことに基礎を置いている。

ウィキペキア

アングロサクソンの中核を知る

http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%82%A6%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8F%E3%82%A6%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%B9&action=edit&section=2
http://ja.wikipedia.org/wiki/1849%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1849%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/1865%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1865%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%83%E3%83%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/1890%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1890%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%82%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E8%8B%B1%E5%B8%9D%E5%9B%BD


コンサルティングとは知的サービス業
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価値創造

製品・サービス

知識ベース

対象領域

目標・課題 計画・意思決定

知識の地図

• ナレッジマネージメントとは知識のJITシステムである



大学に戻る：1999年8月16日

環境海洋工学専攻のメンバーとなる



大学に戻る：一寸話題になる

色々な人が見ていると実感！



大学に戻る：一般週刊誌
•高校の同級生などご無沙汰している方々から連絡ある
•専門雑誌とは読者層の広さが違うことを実感



知能社会システムコース
• 新たしい学科は学生に大いに評価され、駒場の人気に
• 学生は専門は何かと悩む



全ての経験知をつぎ込んで
ビジネス教育の試行

• 知能社会システムコース

–ビジネス概論

• 技術経営戦略学専攻

–俯瞰経営学

• 試験無し、レポート無し、
出欠無し

–参加とクラスメートの評価



大学法人化
• 藤 末 健 三

• 参議院議長 江 田 五 月 殿

国立大学の独立法人化に関する質問主意書

以下質問する。

一 国立大学法人への予算配分の細かい制度設計はどのようになっているか明
らかにされたい。

二 国立大学法人評価委員会における教職員の人事評価の詳細な基準はどの
ようになっているか、明らかにされたい。

三 国立大学法人評価委員会のメンバー選定はどのような基準で行われている
か明らかにされたい。

四 国立大学法人が寄附金を受領する場合、寄附をすることができる企業の基
準はどのように設定されているか明らかにされたい。

五 国立大学法人の研究成果の取扱いについて、どのような規定がされている
か明らかにされたい。

六 優秀な研究者を集めるには、民間企業の研究職と同程度の金銭的なインセ
ンティブが必要だと考えるが、政府の認識を示されたい。

右質問する。



総合試験所の改組 総合研究機構へ

各専攻

俯瞰分野
Editorship
工学倫理
技術哲学
国際交流

協調分野
領域間の境界

大型共同利用設備
共同研究

連携分野
競争力体系化
産学関連系
ベンチャー支援

社会 工学系が社会全
体をリードすべき
役割と責任を担う

産業界に貢献
すべき役割と
責任を担う

学内外の研究
機関に貢献す
べき役割と責
任を担う



総合研究機構 俯瞰工学研究室
• 研究室の立ち上げには3年掛かった

• 俯瞰とは何か、よく質問された



ビジネスモデル学会創立：2000年



動け！日本

• 大学の知を社会に還元
• イノベーション！
• 追及するものは生活、ついてくるもが産業



地域クラスターの研究

• 地域経済の復活なくして
日本経済の復活なし

• クラスター政策の推進

• 地域の自立

• 地域経済のモデル化
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分析対象地域の設定 18地域・クラスター

# 地域 コア産業

A 大阪 電機・機械

B 中京 電機・機械

C 近畿 製薬・医療

D 広島・岡山 化学

E 北部九州 半導体

F 福岡 環境

G 北海道 製薬・農業

H 長野 電機・機械

I 新潟 金属加工

J 札幌 製薬・農業

K 京都 電機・機械

L 富山 製薬

M 札幌 IT

N 浜松 輸送機

O 福岡 医療機器

P 青森 農業

Q 山形 電機・機械

R 沖縄 食品
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分析の具体的手法（５ステップモデル）

ネットワークの構築
（最大連結成分の取得）

データの取得 (ノード＋リンク )

3 クラスタリングによる

モジュール構造の抽出

2 ネットワーク構造の分析

1 ネットワーク構造の可視化

4 モジュール構造の可視化

2a 密度

2b遠距離特性

2c 近距離特性

5a モジュール間連携

5b コネクター・ハブ分析

5 モジュール構造の分析
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1 ネットワーク構造の可視化

例)沖縄・健康食品クラスター
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ネットワークを構成する主要な企業

ジーマ

沖縄県酒造協組

南島酒販

オリオンビール

三菱商事

丸宗

コープおきなわ 琉球ジャスコ丸大

三井物産

サンエー

沖縄物産企業連合

沖縄県物産公社

湧川商会
近畿日本ツーリスト

沖縄県農業協組

沖縄ハム
総合食品

ホクガン

オキコ

金秀商事

野嵩商会

金秀バイオ

琉球バイオリソース開発

瑞泉酒造

例)沖縄・健康食品クラスター 2007年における沖縄観光・食品関連
527社の取引情報をもとに作成。
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2 ネットワーク構造の分析

密度＝1ノードあたりリンク数

一社当たりの主要な地域内での取引社数

沖縄・健康食品 青森・アグリ

密度=9.84 密度=6.44

2a 密度



40

2b 遠距離特性

遠距離特性＝平均パス長(ランダム)/平均パス長

ネットワークがどれだけコンパクトであるか。他のノードへの到達しやすさの指標。

遠距離特性が高い→多様な情報や資源の流通面で有利。

遠距離特性に劣る 遠距離特性に優れる

遠距離特性

沖縄食品・観光 0.67

近畿バイオ 0.85

北海道アグリバイオ 0.74

青森アグリビジネス 0.61
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2c 近距離特性

近距離特性＝クラスタリング係数/クラスタリング係数(ランダム)

友達の友達が友達である確率がどのぐらい高いか。

近距離特性が高い→組織を超えた協働が容易、リスク低減

近距離特性

沖縄食品・観光 2.50

近畿バイオ 25.4

北海道アグリバイオ 16.7

青森アグリビジネス 5.05

近距離特性に劣る 近距離特性に優れる
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3 クラスタリングによるモジュールの抽出

モジュール＝リンクの密度が特に高い集団
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モジュールを構成する主要な企業

# ノード数 特徴 有力ノード

1 103 酒造・卸

ジーマ, 湧川商会, 南島酒販, オリオンビール, 沖縄県酒造協組, 丸宗, 喜屋武
商店, タカダ, 国分, 富村商事, 那覇酒類販売, 沖縄工業商事, 国際物産, ヘリ
オス酒造, 日本たばこ産業, クラウン商事, 瑞穂酒造, 今帰仁酒造, 忠孝酒造, 

多良川, 久米島の久米仙

2 87 商社、製糖・製粉
三井物産, 沖縄県物産公社, オキコ, 沖縄物産企業連合, 金城商事, リューセロ, 

総合包装, 日献産業, 名城, 川平商会, 大東商事

3 84 スーパー・食品
金秀商事, 琉球ジャスコ, サンエー, 丸大, 野嵩商会, 沖縄ハム総合食品, コー
プおきなわ, 沖縄食糧, 那覇ミート, リウボウインダストリー

4 52 観光
近畿日本ツーリスト, 全日本空輸, 日本旅行, りゅうせき, 沖縄ツーリスト, トップ
ツアー, 南西観光ホテル, 全日空商事, 名護自然動植物公園

5 48 農業 沖縄県農業協組, 福山商事, 光文堂印刷, 沖縄県農業

6 43 畜産・食品 ホクガン, 沖縄丸一食品, イバノ, 大伸, 共栄ミート, 丸市ミート, 琉球ミート, 牛庵

7 24 みやげ 沖縄三越, 那覇空港ビルディング, ナンポー通商, おきなわ屋, 糸満観光農園

8 22 商社、食品 三菱商事, 伊藤忠商事, ハナマルキ, カルビー, 丸協農産

9 17 健康食品 金秀バイオ, 北琉興産, 一條, アロエース, 沖縄美健

10 16 果物 沖縄協同青果, 南風堂, 沖縄ホーメル

11 15 商社 大門商事, ティーシー, 丸政商事, 池原商事

12 11 食品 沖縄コカ・コーラボトリング, 沖食商事, 中央マート

13 5 バイオ 熱帯資源植物研究所, ダイワ, サンバイオ, サン興産業, EM商事



http://kr.expasy.org/cgi-bin/show_thumbnails.pl大腸菌の代謝ネットワーク Roche 社

• 知の構造化？？？



知の構造化の研究
• 知の構造化？？？

社会、産業の
ニーズ

ソリューション

知の構造化

各学問分野

•環境
•エネルギー
•安全・安心
•少子高齢化

学問の深化 学問の細分化

テクノロジーイノベーション

ビジネスイノベーション

ソーシャルイノベーション



専門家

情報技術

ワークショップ

アンケート調査
ヒアリング
シナリオ作成
デルファイ法

テキスト
マイニング

リンク
マイニング

ITによる知の構造化：学術俯瞰の方法論

○大量の情報を

分析可能

×意味を扱えな
い

○意味を扱える

×大量の情報を

分析不可能



データベースからの文献の書誌情報の入手

クラスタリング 可視化

引用ネットワーク分析

ネットワーク分析を用いた学術俯瞰



サステナビリティ



16,199論文のデータを用いて作成
(1959-2006年, 最大連結成分= 13,682 論文))

#1 シリコン系
4,634 論文, 1995

#2 化合物系
3,481 論文, 1998

#4 有機系
1,390 論文, 2002

クラスターID クラスター名
論文数、平均出版年

学術領域の俯瞰例：太陽電池

#3 色素増感型
2,267 論文, 2003



#1.4 多結晶
1,497 論文, 1997

#1.2 高効率化
1,149 論文, 1997

#1.3 モデリング
1,003 論文, 1985

#1.5 量子ドットと限界効率
369 論文, 2000 #2.1 

Cu(In,Ga)Se2
888 論文, 2001

#2.2 CdS/CdTe
873 論文, 1998

#2.3 照射劣化
798 論文, 1993

#2.4 CuInS2

316 論文, 2000

#2.5 
テクスチャー化
260 論文, 1999

#3.1光増感剤
737 論文, 2002

#3.2 電解質
715 論文, 2004

#3.4 製造技術
205 論文, 2003

#4.1 
プラスチックフィルム
448 論文, 2004

#4.2 ヘテロ接合
373 論文, 2002

#4.3 シアニン
328 論文, 1997

#4.4 共役系高分子
120 論文, 2004

#1 シリコン系
4,634 論文, 1995

#2 化合物系
3,481 論文, 1998

#4 有機系
1,390 論文, 2002

#3 色素増感型
2,267 論文, 2003

クラスターID クラスター名
論文数、平均出版年

16,199論文のデータを用いて作成
(1959-2006年, 最大連結成分= 13,682 論文))

学術領域の俯瞰例：太陽電池 サブクラスター分析

#3.3 モデリング
498 論文, 2003

#1.1 アモルファス
1,497 論文, 1997



#1.4 多結晶
1,497 論文, 1997

#1.2 高効率化
1,149 論文, 1997

#1.3 モデリング
1,003 論文, 1985

#1.5 量子ドットと限界効率
369 論文, 2000 #2.1 

Cu(In,Ga)Se2
888 論文, 2001

#2.2 CdS/CdTe
873 論文, 1998

#2.3 照射劣化
798 論文, 1993

#2.4 CuInS2

316 論文, 2000

#2.5 
テクスチャー化
260 論文, 1999

#3.1光増感剤
737 論文, 2002

#3.2 電解質
715 論文, 2004

#3.4 製造技術
205 論文, 2003

#4.1 
プラスチックフィルム
448 論文, 2004

#4.2 ヘテロ接合
373 論文, 2002

#4.3 シアニン
328 論文, 1997

#4.4 共役系高分子
120 論文, 2004

#1 シリコン系
4,634 論文, 1995

#2 化合物系
3,481 論文, 1998

#4 有機系
1,390 論文, 2002

#3 色素増感型
2,267 論文, 2003

クラスターID クラスター名
論文数、平均出版年

16,199論文のデータを用いて作成
(1959-2006年, 最大連結成分= 13,682 論文))

学術俯瞰マップによる新領域の特定

#3.3 モデリング
498 論文, 2003

#1.1 アモルファス
1,497 論文, 1997
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ネットワーク理論の研究, 2004

社会学の研究論文

物理学の研究論文

社会学から物理学の世界への伝播
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社会学から物理学の世界への伝播：2001

Watts, 1998(129)

Newman, 1999(34)
Freeman, 1979(109)

Valente, 1996(6)

●：物理系雑誌、●：社会学系雑誌

2001年時点での被引用数が5以上の論文のみKK法で描画

括弧内の数字は2001年時点での被引用数

• 2001年時点で被引用数が5以上の論文のみを描画すると、Watts, 1998と
Freeman, 1979の間には「弱い紐帯(weak tie)」を作り出すValente, 1996の
ような存在があることが分かる。

• この例では、 Valente, 1996は異分野をつなぐ触媒的な役割である。

Barabasi, 1999(64)



イノベーション政策研究センター創設



ＥＡＩＣ２００８ 東アジアイノベーション会議開催



2000－2009年の研究報告
研究室のメンバーが良い仕事をしてくれた

• 査読付研究論文 和文・英文 24編

• 出版予定（4月末）

知の構造化の
技法と学術俯瞰

ネットワーク
分析による
地域経済の
評価

講義録
俯瞰経営学

MOTの経営学 Ⅱ



研究室から飛躍した人々：学士34名

有川隼矢 松尾剛 中迎聡 松崎文吾

婁飛 市橋立 金田智隆 吉永大輔

三條正裕 高橋智哉 太田圭一 國盛達郎
村木圭 井上和久 大理博紀 増田雅史
浅田一輝 杉山吉秀 松島和史 博多一晃
近藤倫子 唐澤鵬翔 大野順子 高橋健人
吉川準太 小野塚健太 牧野晃典

石脇和将 末並 晃 加賀英樹 杉本浩司
曹治平 早川祐太 矢尾祐樹 の各氏



研究室から飛躍した人々：修士28名

奥河大 井上真吾 渡部耕一 王少輝

菊池大介 濱本正明 塩飽哲生 山口亮
飯沼規予彦 小島拓也 柴田尚樹

城口真明 臼井理 永阪崇行 寺崎宇毅
石田裕樹 前思帆 上野山勝也

松本史彦 山田恭平 齋藤信平 川嶋星
大野順子 友澤孝規 藤本慎司 松野紘明

松原紀明 の各氏



研究室から飛躍した人々：博士14名

課程博士

坂田一郎 安永裕幸 矢本成恒

高尾みどり 藤田康範 小田哲明

平田竹男 渡井祥一 橋本正洋

原岡和生 柴田尚樹 の各氏

論文博士

森雅彦 森雅俊 平野正雄 の各氏



研究室から飛躍した人々：助教授・助教・助手

藤末健三 助教授 参議院議員

玄場公規 助教授 立命館大学教授

後藤正幸 助手 早稲田大学准教授

尹泰聖 助手 オープンナレッジ主宰

美馬秀樹 助手 東大特任准教授

中野泰臣 助手 ベンチャー企業

辻本将晴 助手 法政大学准教授

梶川裕矢 助教 東大特任講師

武田善行 助教 千葉工大准教授

の各氏



研究室から飛躍した人々：秘書

折戸えとな さん

浦野礼子 さん

石川恵美 さん

金井由香里 さん

新井貴子 さん

大隅知寿子 さん

橿渕尚子 さん



そして、見送ってくれる方々

坂田 一郎 教授

松尾 豊 准教授

友部 博教 特任助教

森 純一郎 特任助教

柴田 尚樹 特任助教

石原 洵

折戸 えとな

三浦 美砂

藤谷 貴美子

の方々



そして大学を去る日


